























　さて、昨年度の組織改編により、装いを新たに “ 子ども学研究所『研究年報』” として再出発することになっ
た本号であるが、今回は掲載原稿が研究ノート 1 本という寂しい結果となってしまった。前号の編集後記で、
かなりきついことを書いてしまったことが一因となったのではないかと幾分反省しつつも、所員各位の研究
サポート体制の更なる充実に向けて思いを新たにした次第である。
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